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近年、p53の強力な活性化因子として作用する 2種類の ASPP (Apoptosis stimulating protein of 
p53、p53アポトーシス刺激タンパク質)タンパク質、すなわち、ASPP1と ASPP2 が発見された。さらに、













1. ヒト腫瘍の２種類に分けることができる。１つは野生型 p53 を有する腫瘍である。他は、変異型
p53を有する腫瘍である。本研究では野生型 p53を持つ 3つの腫瘍細胞株における、ASPP1と ASPP2
の mRNA発現は正常対照に ASPPのそれよりも低いことを示した。 




1. ダウンレギュレーション ASPPは、野生型 p53を有する腫瘍の特徴の 1つであることを示した。 
2. ASPP1 と ASPP2 遺伝子の CpG アイランドのメチル化状態の変化は、野生型 p53 を持っている腫瘍
の重要な要因であることを明らかにした。 
 
   以上の詳細については、合同研究発表会にて発表する。 
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